


は じめに

昭和59年に始まつだ卯久保辺跡群の調査もあと1年を残

可だけとなりましだ。この3年間の調奎て台地全面の襲盃

ガ完了し、 4世紀力ら9世紀に渡る住居跡ガ発見さ打、多

くの土抱や鉄製吊ガ委出されましだ。今回ここて紹介可る

ものは、悌久保辺跡ガら出工しだ追吻て弓。現在、団地の

工事は着々と進められ、遥跡だつだ所には家ガ建ち、過去

の歴史を｛思ふことは困難になりましだ。し力し、まだ発掘

網査は続きま可ので、今後の謁査経過も紹介しだいと思い

ま可。

1日石器・縄文時代

合まての隅蚕て発見されだ中で最も己い辺吻は、 日石拒時代の石

室て百。それは今力ら2万年前に、チャートという石力ら作られだ

ナイフ形石祖と呼ばれているものて可。
けつかI、 せんとう ヽ

上の写頁の見事な石g号は、硬質頁岩力らてきている尖頭密て、合

カら1万年前に作られたものです。当時の人々は狩りを主な仕事と
:tつかI、

していましだので、石g号は最も重要な道貝てしだ。硬質頁岩や黒躍

石など、石釜の材料となるものは、栗北地万や長野ガら運ばれてき

ましだ。続く縄文時代には、早期力ら前期にガけての住居や落し穴

ガ発見され、土墜や石磐もだくさんみつ力りましだ。
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この祠咀の人々ガ壱閂していだエ祖は、二g酔貶囮I忠打、赤邁色

茶還色をしてあり、咄文 ・弥生工担の作り万を受けついていま弓。

（こだき用の罰や台団の約こ、くし目の文i;豆ガつけられ、コの喝を rs
字翌」としているのが翌ぅょうて百。



＿ 一 この肪期の人々も土師朋を使用しています。 4世紀の土困に見ら
"いつさが＾

れだ、くし目文禄の土裾やS字の口縁をもつ台付祗、小形担台ガ貝

1 た高かつ杯S 
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られなくなりま可。壺や抵の口緑は、深＜「＜の字」 形に切れ込ん
とか,,J .:. がの ,, さ

2高杯 6小甕 10杯 てあり、この時期力ら弥生工器の特ちょうは、見られなくなりま可。
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カマドガ使われるようになると、それに合うような長い型ガ使わ

＂ じ ヽ ・t ぇさ

れるようになりま弓。蛸籍力ら、エB雨案よりも丈夫な狽忠祖ガ伝え

られましだ。これは、硬い、灰色をしだ焼き物で可。
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10杯（須恵器）
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工師宙の抵は、煮だきガ早くできるように薄くなりま可。これら
,,.,, -r ぇ ヽ

の甕の口の部分は、「コの字」形をしていま可。須悪疸の生産ガ、さ
し,,,.

かんになり、次第に、人々の生活の中で使われるようになりま可。



柳久保水田跡出土墨画土器

゜I'.,' 

昭和59缶宴の発堀品含て、水三跡ガら、 5校垂

なつだ平安祠代のエB雨招の杯ガ発貝されましだ。

そのうちの1つに、内外面ともに忍による絵ガ描

ガれていました。上は、その絵て、石Iぶ、出土し

だ時の写真て百。
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